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P
assing

P
assion

辺
疆
惑
星
─
─
─
─
─
─
─
─

暗
黒
時
代
。
渾
沌
の
時
代
。

宇
宙
誕
生
か
ら
、
約
百
億
年
。

地
球
も
ま
だ
、
銀
河
に
な
か
っ
た
頃
。

宇
宙
を
支
配
す
る
国
家
も
な
く
、
一
つ
一
つ
の
文
明
が
成
長
し
、
消
え

て
行
く
。

全
く
触
れ
合
う
事
の
無
い
、
文
明
。
知
り
合
う
事
の
無
い
、
人
間
達
。

暗
黒
時
代
。
渾
沌
の
時
代
。

ザ
ッ
…
…
。

砂
の
上
を
、
歩
く
。

長
い
ロ
ー
ヴ
を
ま
と
い
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。

深
い
フ
ー
ド
が
、
歩
く
度
に
、
揺
れ
動
く
。

肩
に
は
、
巨
大
な
、
グ
レ
ー
ト
ソ
ー
ド
。

グ
ヲ
ォ
オ
！

頭
上
を
、
巨
大
な
飛
行
機
が
、
厳
か
に
、
轟
音
を
た
て
て
飛
ん
で
い
く
。

衝
撃
波
が
、
空
気
を
振
動
さ
せ
、
強
い
風
を
起
こ
す
。

風
は
、
ロ
ー
ヴ
を
大
き
く
靡
か
せ
た
。

空
を
見
上
げ
る
。

機
体
を
目
で
追
っ
た
。

青
い
、
雲
一
つ
無
い
空
の
中
へ
、
機
体
は
吸
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
。

前
へ
向
き
直
り
、
再
び
、
歩
き
始
め
る
。

前
方
に
は
、
町
が
見
え
る
。

町
は
、
一
本
の
道
し
か
な
く
、
砂
に
半
分
埋
も
れ
た
木
造
の
建
物
が
並

ん
で
い
た
。
そ
の
町
の
向
こ
う
に
は
、
高
層
ビ
ル
の
影
が
見
え
る
。
十
数

㎞
先
だ
。
巨
大
な
、
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
だ
。

先
程
の
飛
行
機
は
、
そ
こ
か
ら
飛
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

キ
ィ
…
…
。

木
製
の
扉
が
、
ゆ
っ
く
り
と
開
か
れ
た
。

一
人
の
男
が
、
扉
へ
目
を
移
し
た
。

し
か
し
、
再
び
、
自
分
が
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
、
視
線
を
も
と
へ

戻
し
た
。

扉
の
影
か
ら
は
、
ロ
ー
ヴ
を
ま
と
っ
た
長
身
の
者
が
入
っ
て
来
た
。

そ
し
て
、
建
物
の
中
を
見
渡
し
た
。

錆
び
付
い
た
町
の
端
に
あ
る
、
こ
の
酒
場
は
、
人
が
多
い
と
は
言
え
な

か
っ
た
。

全
く
無
口
の
ま
ま
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
所
に
並
ん
で
い
る
、
回
転
椅
子
の

一
つ
に
つ
く
。
肩
に
か
け
て
あ
っ
た
、
巨
大
な
グ
レ
ー
ト
ソ
ー
ド
を
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
た
て
か
け
た
。

回
転
椅
子
は
、
非
常
に
高
か
っ
た
。
長
身
の
、
こ
の
者
さ
え
も
、
足
を

組
め
ば
、
爪
先
さ
え
、
床
に
付
く
事
は
な
か
っ
た
。

座
っ
て
、
落
ち
つ
い
て
か
ら
、
深
く
被
っ
て
い
る
フ
ー
ド
を
後
ろ
へ
は

ね
上
げ
た
。

桃
色
の
髪
の
毛
が
、
音
も
無
く
、
背
中
へ
垂
れ
る
。

二
十
歳
か
、
そ
の
付
近
の
女
性
で
あ
っ
た
。
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前
髪
が
、
顔
の
殆
ど
を
隠
し
、
見
え
る
の
は
口
元
だ
け
で
あ
る
。

彼
女
は
、
自
分
の
前
に
い
る
酒
場
の
主
人
を
見
上
げ
た
。

背
の
高
い
、
屈
強
な
男
が
そ
こ
に
い
る
。
太
い
腕
と
、
沢
山
の
傷
跡
は
、

彼
の
過
去
を
語
っ
て
い
た
。

「
い
つ
も
の
も
の
を
…
…
。
」

女
は
、
そ
う
、
彼
に
告
げ
た
。

無
表
情
に
、
グ
ラ
ス
を
み
が
い
て
い
た
男
は
、
そ
の
声
を
聞
く
と
、
顔

を
上
げ
た
。

「
お
客
さ
ん
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
の
か
い
。
」

男
は
そ
う
言
っ
て
、
後
ろ
を
向
く
と
、
棚
の
一
番
端
か
ら
、
酒
瓶
を
一

つ
、
取
り
出
し
た
。

女
は
、
頬
杖
を
つ
い
て
、
ふ
と
、
酒
場
の
出
入
口
を
眺
め
た
。

外
を
、
時
折
通
る
ト
ラ
ッ
ク
が
、
砂
を
巻
き
上
げ
る
。

そ
の
砂
が
、
御
座
成
り
な
木
の
扉
の
隙
間
を
通
っ
て
、
店
の
中
に
ま
で

入
っ
て
く
る
。

何
度
も
、
踏
み
つ
け
ら
れ
た
、
木
の
床
。

壊
れ
た
椅
子
、
…
…
…
…
風
が
吹
く
度
に
き
し
む
、
扉
。

女
は
、
何
と
な
く
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
。

コ
ト
…
…
…
。

静
か
に
、
グ
ラ
ス
が
、
女
の
前
に
置
か
れ
た
。

女
は
、
そ
れ
を
確
認
す
る
と
、
二
本
指
で
つ
ま
み
上
げ
、
自
分
の
視
界

の
中
に
入
れ
た
。

そ
し
て
、
透
明
な
緑
色
を
し
た
、
液
体
を
、
明
か
り
に
、
透
か
す
。

「
お
客
さ
ん
。
友
人
は
、
い
な
い
ん
で
す
か
い
？
」

女
と
同
じ
酒
を
、
手
に
持
ち
、
男
は
そ
う
言
っ
た
。

女
は
、
向
き
直
り
、
男
を
見
上
げ
た
。

「
私
に
…
…
友
人
ね
。
そ
ん
な
も
の
は
、
疾
う
の
昔
に
失
っ
た
。
」

女
は
、
小
さ
く
笑
う
と
、
グ
ラ
ス
を
口
元
へ
持
っ
て
行
っ
た
。

「
お
客
さ
ん
の
、
斜
め
後
ろ
。
三
ク
ー
ル
後
ろ
の
女
は
誰
で
す
？
最
近
毎

日
の
様
に
来
て
る
ん
だ
が
ね
。
」

男
は
、
そ
う
言
っ
て
、
グ
ラ
ス
を
持
っ
た
ま
ま
の
手
で
、
女
の
後
ろ
の

方
を
指
さ
し
た
。

そ
し
て
、
グ
ラ
ス
の
酒
を
一
気
に
飲
み
干
す
と
、
自
分
の
作
業
を
始
め

た
。

「
気
付
い
て
い
る
よ
。
」

女
は
そ
う
言
っ
て
、
グ
ラ
ス
を
右
手
に
持
っ
た
ま
ま
、
立
ち
上
が
っ
た
。

男
は
、
ヤ
レ
ヤ
レ
、
と
言
っ
た
表
情
を
し
た
。

「
何
か
、
私
に
用
か
？
」

女
は
、
円
卓
で
、
一
人
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
女
の
右
隣
に
立
っ
た
。

右
手
に
は
、
グ
ラ
ス
を
持
っ
た
ま
ま
だ
。

そ
の
女
も
ま
た
、
旅
の
者
ら
し
く
、
マ
ン
ト
を
は
お
り
、
フ
ー
ド
を
深

く
被
っ
て
い
た
。
そ
の
女
は
、
先
程
カ
ウ
ン
タ
ー
に
た
て
か
け
た
大
剣
と

同
じ
も
の
を
、
肩
に
か
け
て
い
た
。
た
だ
、
柄
に
嵌
め
ら
れ
て
い
る
水
晶

の
色
だ
け
が
違
う
。

真
っ
黒
な
フ
ー
ド
の
中
か
ら
は
、
鋭
い
視
線
だ
け
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

女
は
、
フ
ー
ド
を
取
り
払
い
、
素
顔
を
見
せ
た
。

そ
の
表
情
に
は
、
薄
笑
い
が
浮
か
ん
で
い
た
。

「

…
…
…
。
」

L
asugua

ラ

ス

ガ

そ
れ
を
見
た
女
は
、
小
さ
く
、
そ
う
呟
い
た
。

「
元
気
そ
う
ね
、

。
」

V
allua

ヴ

ァ

ル

ア

ラ
ス
ガ
と
呼
ば
れ
た
女
は
、
顔
を
女
に
向
け
た
。
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「
ま
、
座
り
な
よ
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
そ
う
言
っ
て
、
自
分
の
お
向
か
い
の
空
い
て
い
る
椅
子
を

指
さ
し
た
。

ヴ
ァ
ル
ア
と
呼
ば
れ
た
女
は
、
何
の
抵
抗
も
な
く
座
る
。

そ
し
て
、
い
つ
も
の
酒
を
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
に
持
っ
て
来
る
よ
う
、
酒

場
の
主
人
に
合
図
し
た
。

暫
く
し
て
、
露
出
度
の
高
い
服
を
着
た
娘
が
、
酒
瓶
を
手
に
し
て
、
や

っ
て
き
た
。

女
は
、
娘
が
円
卓
の
上
に
、
酒
を
置
く
の
を
待
ち
、
数
枚
の
硬
貨
を
、

娘
の
掌
へ
、
静
か
に
置
い
て
や
っ
た
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
空
に
な
っ
た
グ
ラ
ス
に
、
酒
を
注
ぐ
。

透
き
通
っ
た
緑
色
が
、
天
井
の
照
明
の
光
に
当
た
っ
て
、
綺
麗
な
影
を

落
と
し
た
。

Ｍ
ａ

ｒ
ｕ

ｓ
ｉ

「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
ラ
ス
ガ
。
ど
う
だ
？
マ
ル
シ
ア
（

）
の
消
息
は
掴
め
た
の
か
？
『
大
移
動
』
後
、
姿
を
消
し
た
ま
ま
だ

ａ

が
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
静
か
に
、
ゆ
っ
く
り
と
言
っ
た
。

「
全
然
。
全
く
、
音
沙
汰
無
し
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
首
を
横
に
振
っ
て
み
せ
た
。

「
…
…
私
の
事
な
ん
か
、
聞
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
？
ヴ
ァ
ル

ア
に
は
全
て
お
見
通
し
な
ん
だ
か
ら
。
」

呆
れ
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
、
ラ
ス
ガ
は
、
今
ま
で
の
会
話
に
つ
い
て
、

後
悔
し
た
。

「
で
、
ヴ
ァ
ル
ア
。
あ
な
た
、
こ
こ
で
何
や
っ
て
る
わ
け
？
捜
す
の
に
、

も
の
す
ご
い
苦
労
し
た
わ
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
グ
ラ
ス
を
円
卓
に
置
い
て
か
ら
、
ヴ
ァ
ル
ア
を
指
さ
し
た
。

「
別
に
。
旅
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
の
星
は
、
部
分
的
に
し
か

発
達
し
て
い
な
い
し
、
人
も
い
な
い
。
星
の
半
分
以
上
が
、
ま
だ
、
人
の

入
っ
た
事
の
無
い
世
界
だ
。
文
明
は
可
成
高
度
な
の
に
な
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
ク
イ
ッ
と
グ
ラ
ス
を
口
元
へ
持
っ
て
い
く
。

「
何
の
為
に
。
何
の
為
に
そ
ん
な
旅
を
し
て
い
る
の
？
」

ラ
ス
ガ
が
、
ヴ
ァ
ル
ア
を
に
ら
ん
だ
。

「
特
に
、
目
的
は
な
い
。
敢
て
、
こ
じ
つ
け
る
な
ら
ば
、
私
自
身
の
た
め

か
な
…
…
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
も
、
視
線
を
ラ
ス
ガ
に
合
わ
せ
た
。

「
真
逆
、
使
命
か
ら
逃
げ
て
る
ん
じ
ゃ
…
…
。
」

ラ
ス
ガ
が
、
上
半
身
を
乗
り
出
す
。

「
真
逆
…
…
そ
れ
に
、
使
命
で
は
な
い
。
目
的
だ
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
ラ
ス
ガ
か
ら
視
線
を
外
し
、
首
を
左
右
に
振
っ
た
。

「
同
じ
事
で
し
ょ
。
使
命
も
、
目
的
も
。
そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

つ
も
り
な
の
？
目
的
を
放
棄
す
る
の
？
」

ラ
ス
ガ
は
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
再
び
グ
ラ
ス
を
手
に
握
っ
た
。

「
ラ
ス
ガ
。
私
は
人
間
と
い
う
も
の
に
、
愛
想
を
つ
か
し
た
。

私
は
、
こ
の
世
界
を
ま
と
め
る
目
的
を
持
つ
。
確
か
に
、
こ
の
数
十
億

年
間
、
そ
れ
に
努
め
た
。
善
へ
の
道
を
整
え
、
罪
を
認
識
さ
せ
、
人
間
か

ら
、
悪
を
遠
ざ
け
た
。
人
間
は
、
そ
れ
を
理
解
し
、
そ
の
道
を
進
ん
で
く

れ
た
。
人
間
は
、
何
が
悪
で
、
何
が
義
な
の
か
、
解
っ
た
の
だ
。

私
の
事
を
、
直
接
知
っ
た
者
は
、
善
へ
の
道
へ
進
ん
だ
。
だ
が
、
彼
ら

の
子
孫
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
時
が
経
つ
に
連
れ
、
人
間
は
、
悪
の

方
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。
勿
論
、
彼
ら
も
、
悪
と
義
と
の
区
別
は
出
来
る

の
だ
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
悪
の
ど
ん
底
に
落
ち
、
悪
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

た
時
、
彼
ら
は
、
私
の
名
を
呼
ん
だ
。
私
は
、
彼
ら
の
呼
び
か
け
に
答
え
、
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再
び
善
へ
の
道
を
整
え
、
罪
を
認
識
さ
せ
、
悪
を
遠
ざ
け
る
。
し
か
し
、

再
び
彼
ら
は
、
悪
の
道
に
向
か
っ
て
し
ま
う
。
自
分
か
ら
望
ん
で
い
る
の

か
、
誘
惑
に
負
け
て
い
る
の
か
…
…
。

そ
れ
か
ら
彼
ら
は
、
ま
た
、
私
に
助
け
を
請
う
。

彼
ら
は
、
自
分
で
自
分
を
守
る
事
も
出
来
ず
、
自
分
の
生
き
方
を
定
め

る
事
も
出
来
な
い
。
人
間
に
、
人
間
の
支
配
を
任
せ
れ
ば
、
私
の
造
っ
た

秩
序
を
破
壊
し
、
私
が
、
一
つ
一
つ
面
倒
を
見
て
や
る
と
、
彼
ら
は
呟
く
。

全
く
、
厄
介
な
生
き
物
だ
、
人
間
は
ね
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
長
い
台
詞
を
言
い
終
え
る
と
、
大
き
く
溜
息
を
つ
い
た
。

「
そ
れ
が
、
何
回
繰
り
返
さ
れ
た
と
思
う
？
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
疲
れ
た
よ
う
な
口
調
で
言
っ
た
。

「
知
り
た
く
な
い
で
す
、
そ
ん
な
事
は
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
首
を
左
右
に
振
っ
て
見
せ
る
と
、
酒
を
一
気
に
飲
み
干
し

た
。

「
で
も
ね
、
ヴ
ァ
ル
ア
。
周
り
を
よ
く
見
て
ご
覧
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
グ
ラ
ス
を
円
卓
に
置
き
、
周
り
を
見
渡
す
。

ヴ
ァ
ル
ア
も
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
た
。

「
大
声
で
笑
っ
て
い
る
男
の
人
達
。
あ
っ
ち
に
は
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る

人
も
い
る
。
娘
の
お
尻
を
触
ろ
う
と
し
て
い
る
ヤ
ツ
、
そ
れ
か
ら
…
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
ヴ
ァ
ル
ア
を
見
つ
め
た
。

「
ヴ
ァ
ル
ア
の
旅
の
帰
り
を
い
つ
も
待
っ
て
、
お
酒
を
出
し
て
く
れ
る
、

酒
場
の
主
人
。
こ
の
酒
場
の
中
だ
け
で
も
、
い
ろ
ん
な
人
達
が
い
る
。

こ
の
際
、
ど
う
で
す
？
人
間
を
見
る
目
を
変
え
て
見
る
っ
て
い
う
の
は
。

そ
れ
に
、
ヴ
ァ
ル
ア
が
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
ヴ
ァ
ル
ア
の
中

に
、
人
間
の
心
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
？
私
達
は
、
人
間
じ
ゃ
な
い
ん
だ
も

の
。
人
間
の
心
を
持
っ
て
た
ら
、
人
間
を
完
全
に
支
配
す
る
な
ん
て
、
不

可
能
だ
よ
。
そ
ん
な
事
は
、
ヴ
ァ
ル
ア
が
一
番
知
っ
て
る
は
ず
で
し

ょ
。
」

ラ
ス
ガ
は
、
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
た
。

「
フ
フ
、
フ
ハ
ハ
…
…
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
声
に
出
し
て
笑
う
と
、
席
を
立
っ
た
。

「
何
。
別
に
目
的
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
は
私
な
り
に
行
く
。
気

に
し
な
く
て
い
い
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
ラ
ス
ガ
に
背
を
向
け
た
ま
ま
そ
う
言
う
と
、
カ
ウ
ン
タ

ー
の
方
へ
戻
っ
て
行
っ
た
。

ラ
ス
ガ
は
、
笑
い
を
浮
か
べ
る
と
、
円
卓
の
上
に
勘
定
を
置
い
て
、
席

を
立
っ
た
。

そ
し
て
、
軽
く
、
酒
場
の
主
人
に
挨
拶
を
す
る
と
、
酒
場
を
出
て
行
っ

た
。ラ

ス
ガ
が
、
こ
こ
を
訪
れ
る
事
は
、
二
度
と
無
か
っ
た
。

「
彼
女
は
、
誰
で
す
？
」

男
、
酒
場
の
主
人
は
、
グ
ラ
ス
を
み
が
き
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。

「
友
人
だ
よ
。
友
人
。
」

俯
い
た
ま
ま
、
女
、
ヴ
ァ
ル
ア
は
答
え
た
。

「
そ
し
て
、
あ
な
た
も
、
私
の
、
数
少
な
い
、
友
人
だ
。
」

女
は
そ
う
付
け
加
え
る
と
、
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
た
。

「
今
回
の
旅
の
話
、
聞
い
て
く
れ
る
？
」

女
は
、
顔
を
上
げ
た
。

「
え
え
、
そ
れ
が
、
私
の
楽
し
み
で
す
か
ら
ね
、
お
客
さ
ん
。
」

男
も
、
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
た
。

「
そ
う
か
。
」
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女
は
、
無
邪
気
に
笑
う
と
、
話
し
出
し
た
。

二
人
の
顔
は
、
幸
せ
そ
う
に
見
え
た
。

御
座
成
り
な
木
の
扉
の
隙
間
か
ら
、
風
が
入
っ
て
来
る
。

外
は
も
う
暗
く
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
町
の
向
こ
う
に
見
え
る
、
ビ
ル
郡
か
ら
は
、
光
が
天
に
向
か
っ
て

伸
び
て
い
た
…
…
。

こ
の
町
に
も
、
夜
が
、
来
る
…
…
。

fade
out......


